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【手続補正書】
【提出日】平成25年1月4日(2013.1.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機能性タンパク質を約４０％～約９０％、少なくとも１種の架橋剤を約０．０５％～約
２％及び肉スラリーを約６０％～約１０％含み、
　前記肉スラリーが、肉及び少なくとも１種の湿潤可塑剤を約２０：８０～約８０：２０
の肉：湿潤可塑剤の比で含む、
食品組成物。
【請求項２】
　前記機能性タンパク質が、豆科タンパク質、穀物タンパク質又はそれらの組合せである
、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記機能性タンパク質が、（１）約２０％～約８０％の豆科タンパク質、穀物タンパク
質又はそれらの組合せと、（２）約８０％～約２０％の少なくとも１種の他のタンパク質
と、の混合物であり、
　任意選択で、前記他のタンパク質が、植物性タンパク質、肉タンパク質ミール又はそれ
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らの組合せであり、
　（ｉ）任意選択で、前記植物性タンパク質が、大豆ミール、コーングルテン、ライスグ
ルテン又はそれらの組合せであるか、又は（ｉｉ）任意選択で、前記肉タンパク質ミール
が、牛肉ミール、鶏肉ミール、七面鳥肉ミール、魚肉ミール又はそれらの組合せである、
請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記架橋剤が、元素硫黄、メタ重亜硫酸ナトリウム、システイン又はそれらの組合せで
ある、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記湿潤可塑剤がポリオールであり、
　（ｉ）任意選択で、前記ポリオールが、グリセロール（グリセリン）、ソルビトール、
プロピレングリコール、ブチレングリコール、ポリデキストロース又はそれらの組合せか
らなる群から選択されるものであるか、又は（ｉｉ）任意選択で、前記ポリオールがグリ
セリンである、
請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　湿潤可塑剤を約５％～約２５％含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　Ａｗが約０．４～約０．７である、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　水分含量が約４％～約１４％である、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　動物に完全でバランスの取れた栄養を与えるように配合された、請求項１に記載の組成
物。
【請求項１０】
　（１）機能性タンパク質を約４０％～約９０％、少なくとも１種の架橋剤を約０．０５
％～約２％及び肉スラリーを約６０％～約１０％含み、前記肉スラリーが、肉及び少なく
とも１種の湿潤可塑剤を約２０：８０～約８０：２０の肉：湿潤可塑剤の比で含む、約５
％～約９９％の食品組成物と、
　（２）動物による消費に適した少なくとも１種の可食成分又は組成物と、
を含むブレンド食品組成物。
【請求項１１】
　前記可食成分又は組成物が少なくとも１種のキブルである、請求項１０に記載のブレン
ド食品組成物。
【請求項１２】
　前記可食成分又は組成物が、約１２％以下の水分含量及び約０．６５以下のＡｗを有す
る、請求項１０に記載のブレンド食品組成物。
【請求項１３】
　前記可食成分又は組成物が、押出キブル、ベークキブル、押出トリート及びベークトリ
ートからなる群から選択される、請求項１０に記載のブレンド食品組成物。
【請求項１４】
　前記可食成分又は組成物及び前記食品組成物が、約１２％未満の水分含量及び約０．６
５未満のＡｗを有する、請求項１０に記載のブレンド食品組成物。
【請求項１５】
　（１）少なくとも１種の機能性タンパク質と少なくとも１種の架橋剤とを混合して、ベ
ース混合物を得るステップと、
　（２）少なくとも１種の湿潤可塑剤と少なくとも１種の肉とを混合して、肉スラリーを
形成するステップと、
　（３）前記肉スラリーと前記ベース混合物とを混合して、前処理混合物を形成するステ
ップと、
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　（４）前記前処理混合物を圧力下で加熱するステップと、
　（５）前記加熱した組成物を膨張させて、食品組成物を形成するステップと、
を含む、食品組成物の製造方法。
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